
ごあいさつ

2014年11月1日、当社は創立60周年を迎えました。
これもひとえに、神戸製鋼をはじめ神戸製鋼グループ各社、お取引先ならびに関係各
位のご支援ご厚情はもとより、創業以来、幾多の困難や苦境を乗り越えて、今日の発展
に尽くしてこられた諸先輩や従業員の皆さんの弛まぬ努力の賜物であり、ここに深く
感謝するとともに、心より厚く御礼申し上げます。
当社の始まりは、株式会社神戸製鋼所資材部運輸課海運係と丸谷海運商会が合併し、
丸神海運株式会社が創立された1954年にさかのぼります。その後、2000年と2002年
の二度の合併を経て、今では、神戸製鋼グループの物流機能の一翼を担う総合一貫物流
会社へと成長しました。その成長の歴史につきましては、これまで『神鋼海運30年史』、
40年史『この10年の航跡』、50年史『この10年の軌跡』と10周年を節目に記念誌を刊行し
てまいりました。このたびも創立60周年を記念し、そして未来への思いを込めて、『この
10年、そして未来へ』と題し本記念誌を発刊いたしました。ご高覧賜れば幸甚に存じます。
この10年を振り返りますと、2008年のリーマン・ショックを境に当社の経営環境も
大きく二分する激動の時代でありました。
長らく低迷を続けていた日本経済が、堅調に推移する米国経済と高成長の中国に支え

られ景気は回復し好調に推移する中、当社の業績も過去最高を記録した前半から一転し、
後半は、世界的な景気の減退を背景に、急激に経済状況が悪化し業績は低迷しました。
また、2011年の東日本大震災では関東物流センターの被災もあり、当社を取り巻く環境
は非常に厳しいものがありました。
しかし、この間も、神戸製鋼グループの一員として、グループの発展と成長にあわせ、
中国・インドで現地法人を開設しグローバル展開も進める一方で、CSR推進室設置によ
るコンプライアンス強化や、技術室を新設し技術力の強化を図るなど、経営基盤と企業
体質の強化に取り組んでまいりました。その結果、ようやくその成果も現れてきました。
この先、世界情勢に不透明感はあるもののアベノミクス効果も奏功し、円高も是正され、
10年前と同じく日本経済が再び景気回復基調にある中で、次代のスタートを切りました。
今後、さらなる環境変化と競争が予想される中、神戸製鋼グループ唯一の総合一貫

物流会社として、その役割と期待は、ますます大きなものとなっていきます。物流の
プロフェッショナル集団として、お客様から信頼され、「もっと仕事を任せたい」と思
われる存在感ある企業を目指し、お客様にご満足していただける物流ソリューション
を神戸製鋼グループ内外に発信し続けます。
われわれの使命は「お客様にとって最も快適な物流サービスを提供すること」と企業
理念に掲げています。
これからも物流を通して社会に貢献していくことを目指し、神鋼物流グループ全員が
一丸となって、次代の発展に向けて努力を積み重ね、全力で進んでいく所存です。今後
とも、なお一層のご愛顧と、ご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

神鋼物流株式会社が、創立60周年を迎えられたことを、心よりお祝い申し上げます。
今日のご発展を挙げられるに至られました諸先輩、社員の皆様のご尽力に対しまして、
敬意を表すとともに深く感謝いたします。

振り返りますと、神鋼物流は1954（昭和29）年、丸神海運株式会社として設立され、
以来、神戸製鋼グループ唯一の物流会社として、グループにとって不可欠なサービスを
提供されてきました。2000（平成12）年には神鋼陸運株式会社との合併、2002（平成
14）年には神鋼加古川港運株式会社との統合により製鉄所構内外の一貫物流体制を確立
し、効率的な物流機能を追求される一方、神戸製鋼グループのグローバル展開を支える
ため、中国・インドでの現地法人の設立、海外グループ企業との連携、新しい輸送技術
の開発を進めるなど、サービスの拡大を推進されております。
また、近年、企業におけるコンプライアンス遵守が求められる中、環境マネジメント

システムの導入、CSR推進室の設置などリスク管理活動にも積極的に取り組んでこられ、
経営基盤の強化を進めておられます。
2008年のリーマン・ショック時における物量の激減、その後の世界的な景気低迷時に

は、一時休業の実施、緊急収益対策の実行など労使一体となった生き残り策により危機
を克服されました。2011年の東日本大震災時には、真岡製造所への物資の輸送支援
に迅速にご協力いただく一方、被災された関東物流センターの早期復旧を社員一丸と
なって果たされました。
飽くなきサービス向上への挑戦、経営基盤強化に向けた着実な取り組み、緊急時にお

いて発揮された貴社の底力は、神戸製鋼グループにとって大変心強いものであります。

昨今、世界の経済情勢は目まぐるしく変化しております。神戸製鋼グループはいかな
る環境にも耐えうる事業基盤構築のため、顧客サービスの充実、グローバル展開の推進
に取り組む一方、加古川製鉄所・神戸製鉄所の上工程の集約、発電事業の拡大など事業
構造の改革に取り組んでまいります。物流も大きく変化し、貴社の役割と貴社への期待
は、より大きなものとなってまいります。

貴社の企業理念は「最も快適な物流サービスを提供していくことを使命とする」と
うかがっております。グループ唯一の総合一貫物流会社として、安全で高品質な物流
を追求し、目標とする企業像にいち早く到達されんことを期待いたします。

この 60周年の良き年を一つの節目として、従前にも増して社員一丸となり、新たな
飛躍の歴史を刻まれんことを祈念して、私のあいさつとさせていただきます。
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